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協力者 性 年齢 要介護度 入所期間(月) 日中の過ごし方 
A 女 70代 3 3 車椅子自操，行事への参加積極的 
B 男 70代 2 2 車椅子自操，居室内 
C 女 90代 1 3 移動は歩行器，居室内 
D 女 80代 2 15 車椅子自操，居室内 
E 女 80代 4 5 車椅子自操，ベッド上 
F 女 90代 1 22 車椅子自操，居室内，行事への参加積極的 
G 女 70代 4 3 介助で車椅子移動，ベッド上 
H 女 90代 要支援 1 毎月14日間ショートステイ 移動は手押し車，居室内 
I 男 80代 1 12 車椅子自操，居室内 
J 女 80代 1 4 杖歩行，行事への参加積極的 
K 女 90代 1 10 車椅子自操，居室内 
L 女 80代 4 3 移動は歩行器，ベッド上 
M 女 80代 3 12 車椅子自操，行事への参加積極的 
N 女 70代 3 29 車椅子自操，行事への参加積極的 
O 男 90代 3 32 車椅子自操，居室内 
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かった事は意外な結果であった。利用者の育った時
代・教育，「何でも順番の時代だったから」や「生活
する上で和を大事にしている。そういう教育を受け
てきた」という経験を持つ利用者は「待つというこ
とにはどこか，年輪を重ねてようやく，といったと
ころがありそうだ」と鷲田（2006，p.195）が述べてい
ることに重ねることができる。年齢を重ねる事で「職
員は遊んでない」「看護（師）さんに迷惑かけたらあ
かん」などの語りにみられるように，待たされている
という思いだけではなく，立場を逆転させて，高齢者
特有の思いやりとやさしさで若いスタッフを見るこ
とに繋がり，「待つことは当然」と待つことに耐える
強み，すなわち「年輪」となっているのではないかと
考える。 
 
４．要介護状態の生活のなかでのスタッフや他の利用
者への「感謝・気遣い」について 
 「職員さんの人数は少ないのに相手は大勢，自分は
せなあかん」「職員さんは仕事に追われている大変お
世話になっているしありがたいと思う」や，「職員は
エレベーター誘導の時利用者に気をつけてくれるき
ちっと乗せてくれる」などの語りにみられるように，
待っている時間の中で利用者はケアをするために忙
しく働いているスタッフの姿を見ており，日常での関
わり方や対応・援助などをうけ，スタッフの大変さを
理解していくことが感謝や気遣いとして表わされて
いる。「高齢者が日常生活の中で依存せざるを得なく
なった状態であっても，自分以外の人をいたわるとい
う気持ちは忘れないという高齢者の特徴を表わして
いる」と吉本（2008，p.61）がのべているように，障
害をもちながら他者をいたわるということを感謝や
気遣いという形で表現できることが高齢者の強みで
あると思われる。ケア提供者はこの強みを生かすこ
と，つまり利用者の気持ちを十分に受け止めながら，
それに応えるケアの質を保証していくことが求めら
れる。 
 
Ⅴ．結論 
 
 本研究は，介護老人保健施設で生活する利用者が
様々な場面で見せる「集い・待つ」という行為に着目
し，どのような意味があるのかを明らかにすることを
目的とし，15名の施設利用者に対して半構成的面接を
行い，分析の結果，7つのカテゴリーが見出され，次
のことが明らかになった。 
 施設での高齢者は，「集い・待つ」ことに対して自
身が育ち生きてきた時代の価値意識を反映して【待つ
ことは当然】【待つことは仕方ない】と思っている。
その反面【不満】【しんどい】とも感じていた。一方
で，ただ待つ，待たされる状況を受け入れるだけでな
く，【自分の持ち時間を調整する】ために≪待たない
工夫≫≪待ち時間の工夫≫をしており，その中で【期
待・楽しみ】を見出してもいる。また看護・介護職員
へは≪職員の態度・雰囲気に対する不満≫を感じなが
らも，【気遣い・感謝】の気持ちも持っていることが
明らかになった。この結果から高齢者を対象とする援
助スタッフは，「待つ」ことに対しての【不満】や【し
んどい】という反応に適切な対処をしていく一方，【持
ち時間を調整する】【期待・楽しみ】を見出す，【気遣
い・感謝】するなどの高齢者の持っている強みを活か
すケアをより一層推進していく必要があることが示
唆された。 
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